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966工事から厳選
　関東地方整備局 25年度優良工事等表彰

千
葉
県
の
優
良
企
業
も
受
賞

橋本局長（当時）から受賞者代表者に表彰状を手渡した
　
関
東
地
方
整
備
局
は
７
月
16

日
、
２
０
２
５
年
度
優
良
工
事

等
表
彰
式
を
、
さ
い
た
ま
新
都

心
合
同
庁
舎
１
号
館
２
階
講
堂

で
開
催
し
た
。
優
良
工
事
関
係

は
、
総
数
９
６
６
件
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
も
の
で
、
優
良
工
事

50
件
・
47
社
、
優
秀
工
事
技
術

者
45
人
、
安
全
管
理
優
良
受
注

者
１
８
８
社
。
優
良
業
務
関
係

は
、
総
数
１
４
７
６
件
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
、
優
良
業
務
70
件

・
37
社
、
優
秀
技
術
者
72
人
。

ま
た
、
工
事
成
績
優
秀
企
業
１

３
３
社
が
認
定
さ
れ
た
。
関
東

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
に
は
25
件

が
輝
い
た
。
千
葉
県
内
企
業
で

は
、
安
全
管
理
優
良
受
注
者
、

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
、
関

東
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
の
三
冠

を
獲
得
し
た
石
井
工
業
を
は
じ

め
、
阿
部
建
設
、
片
岡
工
業
、

工
建
設
、
東
邦
建
設
、
萩
原
土

建
、
古
谷
建
設
な
ど
高
い
技
術

力
を
有
す
る
企
業
が
名
を
連
ね

た
。

　
優
良
工
事
等
表
彰
の
対
象

は
、
25
年
度
に
完
成
ま
た
は
完

了
し
た
工
事
・
業
務
の
う
ち
、

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
工

事
、
業
務
、
技
術
者
。
受
賞
者

は
、
入
札
契
約
手
続
き
に
お
け

る
企
業
お
よ
び
担
当
技
術
者
の

技
術
力
評
価
で
優
位
に
な
る
。

　
式
典
は
、
優
良
工
事
表
彰
、

優
秀
工
事
技
術
者
表
彰
、
安
全

管
理
優
良
受
注
者
表
彰
、
工
事

成
績
優
秀
企
業
認
定
を
対
象
と

す
る
第
１
部
と
、
優
良
業
務
表

彰
、
優
秀
技
術
者
表
彰
、
関
東

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
を
対
象
と

す
る
第
２
部
に
分
け
て
行
っ

た
。

　
橋
本
雅
道
局
長
（
当
時
）
は

　
２
０
２
５
年
度
に
完
成
し
た

９
６
６
件
の
工
事
の
う
ち
、
成

績
優
良
か
つ
他
の
模
範
と
な
る

50
件
を
厳
選
し
、
優
良
工
事
と

し
て
表
彰
し
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
卓
越
し
た
技
術
と
尽
力
を
た

た
え
、
45
人
の
優
秀
工
事
技
術

者
を
併
せ
て
表
彰
し
た
。

　
安
全
管
理
優
良
受
注
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
１
８
８
社
は
、

無
事
故
継
続
を
前
提
に
、
安
全

施
工
と
管
理
体
制
の
徹
底
に
努

め
た
。
今
後
ま
す
ま
す
受
賞
企

業
が
増
え
、
建
設
工
事
全
体
の

事
故
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
す
る
。

　
工
事
成
績
優
秀
企
業
と
し
て

認
定
さ
れ
た
１
３
３
社
は
、
技

術
力
の
向
上
に
地
道
に
取
り
組

み
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

維
持
管
理
に
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
建
設
業
界
全
体

の
生
産
性
向
上
や
働
き
方
改
革

に
貢
献
し
た
顕
著
な
取
り
組
み

25
件
を
、
関
東
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

大
賞
と
し
て
表
彰
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら

に
優
れ
た
技
術
開
発
と
人
材
育

成
に
努
め
、
良
質
な
社
会
資
本

の
整
備
と
発
展
に
貢
献
し
て
ほ

し
い
。

■ 

優
良
工
事
表
彰
、
優
秀
工
事

技
術
者
表
彰
、
安
全
管
理
優

良
受
注
者
表
彰
、
工
事
成
績

優
秀
企
業
認
定

　
近
年
、
激
甚
化
す
る
地
震
・

水
害
や
猛
暑
へ
の
対
応
、
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
、
そ
し
て
将
来

の
担
い
手
確
保
と
い
っ
た
課
題

が
、
建
設
業
界
に
大
き
な
変
革

を
求
め
て
い
る
。
一
方
で
、
Ａ

Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
急
速
な
進
展
は
、
こ
う

し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
大
き

な
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い

る
。

　
関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
治

水
施
設
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
空
港
・
港
湾
な
ど
の
整
備

・
管
理
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
か
つ
戦
略
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
、

Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
導
入
を
通
じ

て
、
建
設
現
場
の
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
。

　
建
設
産
業
は
「
社
会
資
本
整

備
・
管
理
の
担
い
手
」
「
地
域

の
守
り
手
」
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
。
第
三
次
担

い
手
３
法
の
本
格
施
行
を
新
た

な
出
発
点
と
し
て
、
受
注
機
会

の
確
保
と
適
正
執
行
、
多
様
な

働
き
方
の
実
現
に
よ
る
担
い
手

確
保
、
猛
暑
対
策
な
ど
の
現
場

環
境
改
善
・
効
率
化
の
推
進
な

ど
、
現
場
が
直
面
す
る
課
題
に

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
建
設
産
業
が
誇
り
と
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
実

現
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、

皆
さ
ま
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
視
し
て
い
く
。

■ 

優
良
業
務
表
彰
、
優
秀
技
術

者
表
彰
、
関
東
イ
ン
フ
ラ
Ｄ

Ｘ
大
賞

　
近
年
、
水
害
や
土
砂
災
害
の

頻
発
・
激
甚
化
、
切
迫
す
る
首

都
直
下
地
震
へ
の
備
え
に
加

え
、
猛
暑
や
原
油
価
格
の
高

騰
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
そ

し
て
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と

い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
が
、

建
設
業
界
に
大
き
な
転
換
を
迫

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
課
題
の
一
つ
一
つ
が
、
建
設

産
業
の
専
門
性
と
存
在
意
義
を

改
め
て
示
す
機
会
で
も
あ
る
。

　
関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
国

民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
持

続
的
な
経
済
成
長
を
支
え
る
た

め
、
治
水
施
設
や
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
港
湾
・
空
港
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
管
理
を
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
か
つ
戦

略
的
に
推
進
し
て
い
る
。
事
業

費
や
工
期
の
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
加
え
、
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
、

Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
活
用
を
通

じ
、
建
設
現
場
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
く
。

　
第
三
次
担
い
手
３
法
の
本
格

施
行
を
新
た
な
契
機
に
、
さ
ら

な
る
処
遇
改
善
や
生
産
性
向
上

技
術
開
発
と
人
材
育
成
に
尽
力
を

　

橋
本
雅
道
局
長（
当
時
）あ
い
さ
つ

を
図
り
、
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
い
く
こ
と
が
、
官
民
共
通
の

課
題
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
皆

さ
ま
と
認
識
を
共
有
し
な
が
ら

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

　
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
新
技

術
は
、
現
場
で
こ
そ
真
価
を
発

揮
す
る
も
の
。

　
デ
ー
タ
と
人
、
そ
し
て
人
と

人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
建
設

産
業
の
新
た
な
可
能
性
が
開

く
。
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
そ
の
実
現
を
共
に
追

求
し
て
い
く
。

第
１
部
で
、
建
設
産
業
に
つ
い

て
「
『
社
会
資
本
整
備
・
管
理

の
担
い
手
』
『
地
域
の
守
り

手
』
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
」
と
の
認
識
を
示

し
、
「
建
設
産
業
が
誇
り
と
や

り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ

ま
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
視
し
て
い
く
」
と
力
を
込

め
た
。

　
第
２
部
で
は
、
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
や
原
油
価
格
の
高
騰

な
ど
建
設
業
を
取
り
巻
く
課
題

を
挙
げ
、
「
社
会
構
造
の
変
化

が
、
建
設
業
界
に
大
き
な
転
換

を
迫
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
課
題
の
一
つ
一
つ
が
、

建
設
産
業
の
専
門
性
と
存
在
意

義
を
改
め
て
示
す
機
会
で
も
あ

る
」
と
話
し
、
「
Ａ
Ｉ
を
は
じ

め
と
す
る
新
技
術
は
現
場
で
こ

そ
真
価
を
発
揮
す
る
。
デ
ー
タ

と
人
、
そ
し
て
人
と
人
が
つ
な

が
る
こ
と
で
建
設
産
業
の
新
た

な
可
能
性
が
開
く
」
と
の
見
解

を
述
べ
た
。


